














































Beginengemeinschaften in Frankfurt am Main, Dortmund 1998 を参照］。日本の神社・
寺院の場合はどうなのか。
2) キリスト教と神道・仏教の出会い：イエズス会宣教師ルイス・フロイス (1532–97) の著
作『ヨーロッパ文化と日本文化』（岡田章雄訳注、岩波文庫）の叙述の検討：「われわ
れの間では、人は罪の償いをして、救霊を得るために修道会に入る。坊主らは、逸楽
と休養の中に暮らし、労苦から逃れるために教団に入る。」「われわれの間ではデウス
に対して清貧の誓いをたて、世俗の富貴から遠ざかる。坊主らは檀那を食い物にし、
あらゆる手段を講じて自ら富み栄えることを計る。」「われわれの間では修道士は常に
平和を念願し、戦争はかれらにとっては甚大な苦痛である。根来の坊主らは戦争を仕
事とし、戦闘に赴くために領主らに雇われる。」「われわれの修道士が金箔塗りの扇を
手にして歩いたならば、狂気の沙汰だと思われるであろう。坊主らは説教をする時や
外出をする時に、威厳をつけるために、必ず手に金箔塗りの扇を携行する。」「われわ
れは聖像に諸種の色彩を用いる。かれらは自分達の聖像を上から下まで金で塗る。」
「われわれは唯一万能のデウスに対してすべて現世および来世の幸福を希う。日本人は
神に現世の幸福を求め、仏にはただ救霊のことだけを希う。」
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